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ここがポイント！【研究内容】

人とつながっている工学のさらなる
発展を目指して

高原 渉 TAKAHARA Wataru

マテリアル生産科学専攻 助教
生産プロセス講座 ノベル・ジョイニング領域

熱が熱素説から運動論に変わりつつあった時代、熱が高温から低
温に移動する問題は、逆に、これこそ熱の本性であると捉えるこ
とで科学、工学が進みました。量子論の解釈、生命の起源、人間
精神の起源、の問題は、物質の見方、捉え方を変えて、無生物・
物質から生物・人間を眺めるのではなく、逆に、生物という物質、
人間という物質こそが物質の本性である、との認識が重要と考え
ています。現在、二酸化炭素や地球大気で最も多い成分の窒素で
燃える金属燃焼システムの開発研究を行っていますが、これは熱
力学と向き合う良い機会にもなります。

接合、分子シミュレーション、波動関数、分子言語辞書、
金属燃焼

応用分野 マルチマテリアル、グリーンテクノロジー
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